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オ14回支部総会

/5周年たむ大会一司会一山崎拓-

・浹部剔矣拶〈小寺千明〉

け町響χus

・記念講演

「｀医師と恋着兪」勤剛漏中央病院名都縁大鵬晃先生

「病気と押よくずるためら
北海磋難病遼事務局

一閉会(ア)挨拶

難病センター発

〈三森礼子〉
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オ14回総会議事
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1)昭和61年度活動報告

2)〃決算報告

3)・・会計監創原告

4-)0ma62年度独旛㈲

ぢ),予算(案)

6),擢・員(案)

新役員紹介

7)冴の他①還元金について

②北海道難病連オ14回嶮道集会について
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[巨匠]昭和61年度活動報告

4月

一一

8日検診・相談委員会

9日合同レク斟i委pl会

1/日刄の会会計監査

/5s叔・員会

19.20日陶唆総会(オ27邸里事剣

23日役員会

6月

5日役員会

25日合同レク実行委員会

29aオ8削峨兇舶同Lク・加 ｙ
匍

｀
力
呻

2日 難病連オ13咄饒臨穆匍
友岐顛動3S初、役齢

7日いちばんぽ｀しlJo,S7m(8^)

19日役員会

28日会員名簿整理

4

5月

一一

16いち1玖ばしぬ低発行r7名)

2:)日役員会

24.25aオ/3回支駒絵.講演会

20日役員冶ヽ、オ2g回理事会

23日いち政、此臨終御新・畠靭

27日池川地区医療講演会

29日城・員会

10月

4曰役員会

12日北見地区医療講演会

18日韓哨連役斟晰食必勒])
19日)オ2・?回理事会

2‘/日事業資金委員会



川月

5日いち＼^[iLt{O.SS発行汐名)

23日支祭恥会議一東京一

24日
)本部総会~

26日役員会

14日訪問

24日汐・員澄(編算会議)

290jiとの懇談会

ヽ庫業資金委員会

/日役員会(編集会議)

12.130役員会(編諌会議)

14a^3(回理事乖ヽ

23日韓員会

28日寅務雅当淆会議

12月

9日役員会(編集会議)

2日ヨテ刈みクl/ヌマヌパーテぞ

23日札幌市四有談会

2月

/日新年浪ヽ哨名)

/4日いち1乱ぼし威俘発行(.lib)

/5日オ3a回理乖会ヽ

21日股員会

26日事業賓金委員会
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・・●●昭和ぶ1年度の活動も釦ノかえって●●・・

副医療講演会

哨催日鮮漸 テーマ 講師系 糾着叡

61耳‰
丸裸
事例を通しマの輝原酒患者と茸奮北幌勿却痢限所

桓庫春男氏 30忌

毎 畑川
゛惣誤昌

1こついて
市立九幌病院河野通史死生g4刄

% 北見

シ｀‾グ゛7湊溜雪煙≒

-・●・辱暉■■■-・季・

沁-ゲレンの沿j14F

ま溥について

jtニぶグ

"I03死生

-一甲一瞼-嘔y
T認‰

83刄

●
●

①医療床寅以タトの講演会

この講演会ば.医学の進歩により長生きできゐようになっ

た患者が、将釆につ、.ヽマ真剣に考えゐようになっアこ時に.あ

訂ボ生忿れマき穴公費負担見直し(2,動きと.、.ヽう不安を.ケ

しで乙解消で・さればいヽう、1ヽ、、ヽでβ・なわれたもの7ヽ1.

・現在(7)制度は全マ申告制な・で.自分自身がより

今あゐ制度についてよく知り.自分から積極的削予動じで・●

ゐこと。

・息巻自身が5LEなど・単独Q病ゐでばダ｀メズ)ヽもしれないと

いう思い処みを壇マ、でさゐだけ膠原珊屠者として齢断害

を提出すること.それにより身障手帳を受給の目安として

ぃゐ障害年金(ア)考え方匹少しでび嫡嫉息である膠原廊

6



に目を向けてもらうきっかすバなゐこと、を期将しμい。

この講演内容については、他(ア・支部からオI)用ざせてtまい

旨の要望が｀ありました。

(2〉やり口者数にっ、、ヽマ

旭ノ九北見の医療講演会7今ま7に侈仙ない参カロ者数と

なりました.各地区璋絡会昿ぢ動が非常に活発になってjマ

いゐこと.副司度ざ、おイ云えしマいゐことマヽ寸が、これも々のび

と、つのあ司

各地区の会員哨きさんが、ポスターを貼ったり、病院(;・先

生(ア)協力をお願い1ゐなヽとrして積極的に動くこと、により寅現

したものマヽ可.

③乖クロ費叫吹収について

北見地区(ア)医療講演会7勿め1・泰クロ費(会員300円、会員

以外釦0円)剖蜘又しました。こがば講師の謝礼々会場費に

当マゐことが｀目的7ヽす。今まで・ば梶原病を広く知っマい八だ

くために、会剛ま勿論、会員以タト(ク)一般口方々にも無料で行

なっマきましたが、時代の流れや物価高など・、ア)色々な和牛が

加わり。赤字を出さない八のにも。せめて講師の謝礼や会場

費絹ヽう抑らいでした。初めての試み7ヽ

したが'。特に問匙賭なく成功しましプl.
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{2)Mm紙に)いて

・后鵬L年5月10日

○

○

○

//

//

//

7月10日

8月10日

1月10日

NO.56

臨時号

Λ10.57

NO.58

・昭和62年2月10日NO.59

ページ数を減らし、発行回寫忿増ぺ?すらヽう昨年の目標

は達成7・き穴と思います.7・も、会合なとご出席できなく

機関紙だけを栞しみにしている会員ぞ、多、.ヽため、内容をさ

らに充実したと、剛乱ていきたいと思ヽ、.ヽま■.

(3)物拓販売にっヽ。ヽマ

事業収

゜シ・ペフプー.‘お栞86.110円

・いちばλば'しN0.49

@ぷ00x/6冊8、OQQ円
・犀原料尊皿号

R500メ4)円20D00円・
お正月・飾り5748a円

゜その,他10.330円

難病ilcT)専業資金委員会7・1j、「シ。ソプー。野草ほうじ

茶なと・ば一部(7・薬局で安売りしてぃゐのマ・、やめて違う品

物を扱っマはどケカヽ。、とヽ。ヽう意見が｀出されマゾましμ。そ

ん4｀中マ≒れが会のように『大きな財源のひとつになって

いる会もあるので、やめゐことは7ぎない』という事務局

長・説明がJ)りました。

∂
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浹(ア)会と,レては.ヌニ邱組公々難珊運の金道算兪なと;、によ

リ冷くの哀員に参如しマ心、八/穴ア≒めに・て、きゐ

(4)会費にっ、。ヽて

ぐ会費以入

会費納入率

327600円ぐ/56名)

92%

ノf心会7・副郵以よ(アりところが｀ありjす。これば会pl一

/、づ、(フ、協力7・べらてる遥成でぎゐこび屁考えまず。

重ねマゴ禰力を1==癩いします。

(5J国会請願署名、募金運動と:正月齢飾りについて

ぐ

ぐ

国部籾ll署名数3681

・・募金額82.463名(還元金16.4^2円)

正月メ飾り総売上229.950円

・・遭元金57.488円

これらμ友(7)会の財源としマ毎年あマにできゐ乙のでは

ありません。しZ)｀しこれだけの金額が葺まったことに対し

て、会員(ア、皆さんの力強さを感じました。ご協力本当にあ

りが七うございJした。

9
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ぐ6)役員会ぐ編集会議乙含む)

活動報告を参照

/5周年(2)準備のrこめ昨年より回数μ増えていま1.

㈲会員剛犬況

新入会剛頌r実に増之マリまず。でひ盧内根定患着数に

比べろと、^f■~t^'-1ko、会が全追に知れわアしマいゐ乱ヽ

う状況7・ばかりようです。ひとりぼっちで悩ん7・いる患者

をなくすこと乙反(ア)ノ会ヽ(;・目的と考之まず。冴(町こ則て1ko)

会・7・広報波動6これから(;り重要な謂題といえゐでしょう。

凍ヽ員数193^■

(?hm3名)

圭
葛13名

女/80名
―S.62.3月現在-

病拓 会員数 病系 会員数

全角牲エリテマトーデス /33応 4蔓紺関節リウマチ 2弟

搾戻庫 24 財t閤節リウマチ・糾茄脊/

戻膚筋炎 6 弦凍反・捗降エリテマトーデス/

号哭原油炎 /Q 糾糾・徊柱エリテマトタ/

シェーゲレソ原種僻 /○
シエ言訳惚

マトーデズ
/

屈節屹動籐周回奔 / 家液 3

S.ぷふ、.3.減,弓マ乎涛丿幌5~

/○

~.j夕.3-M^?t涛

/タ9夕名

●

●
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ぶE(適璽口IE4わ(扇田裕引
〈活動報肴〉、・

去年.函館マ・・μ2回砧

は、刄の会に入会し九ヽなヽj方心交えマ、気衆な｀感じ々・喫茶店

t行ヽ.ヽ.2回目ば友(7,会/銅年の為司

ちらも、会il1同尼ヽのつ4｀めノをジり・)ゐ目的でβいましたが、意

義のあゐ衆しい、そして友(7)会の恢さを感じマ乙ら尤ゐよう4｀

集'まりを乞てゐよう.心がけかと。tいましμ.

/分年のバ｀レソタノrソダーには、函館口命/!/｀な、、ヽ男性会1のお

ニ人にチョコレートをプレゼントしました.こん憲｀ホヽソトなコ

ミニ=Lケーションを大切にしたいど.、tヽいまず.

個人的4問題点として、2つ(2,事が｀ありました.宗教と働く

ことマヽ1.

・その芹瞰にょっマば、薬をやめゐよう指庫.すa,とこりもJ・)ゐ

よ・う7すが、どんなに自分の棒が調子良くてし薬を輝手にや

めゐ事はしない7・欲いヽです.函館ではこの事で病気を悪化

さぜた例がありました.病気の蒔さを知っマガヽらでは遅い(7)だ

と、思で1す.

働く庫&私ブリ:)山壇条件力嵯Eえすぎマいて仕事を見っ

//



ける事(・)大変jを痛感しました.(本人はむっと大変だと思い

まず.)

病気にと・、ては薬をやめる早と、、働いマ無理をずる事乙決し

て.しマばいけない事(7)μず、でヽも、宗教心働く事も精神的な

可能性を、生力ヽす良さμ大いにあゐと思います.・その方向を間遠

えないよう気をつけグuヽですね.

〈活動方針〉

62年の活動方針としマ.艶元の光生にょゐ勉強会を2~3回

開きたいと考えていまず.現斥、J浦7・は専門医としマ、膠原

病を診マ下さゐ先生ぱおりませんが、免疼の勉強をざれ八先生

が2~3Åいらっしg)ゐようで寸.中7・も、中火病院の先生が｀

賜原柄く7・麦看ざんを数X、診マいゐとの署7・、一番肩力です.

勉強会を通して.い77んか脳み、湘談など出素ゐように心が

け穴いと局います.そしマ、少しでび静ヤ的不安、負狽憲｀ど取

り除けたらと.考えマいます.

りゅ衣尼り地E:呼E
ぐ

(加藤禎子)

・.s6'%喫茶店バンカム1ヽワ名出席、剔細活動叫1方な

どを話しかいましμが、あまり意見6ありません7ヽ

し几乙っぱら膠原病タト来中止の゛色々な、、話に終

蛤しました.
/2

●
●

●

●



●
●

●

●

・・‰フラワーパラダlイスでお花見、乙名出席.とマ乙

寒い日マ・した玖工籐さんがらいただいμイチゴ(ア)

美味し力ヽ・、たこと..イチゴにっられマ今年乙と考え

てお・ぼす。集ま・ハぷ溥しが｀わ碍19沃さんとンぷ席

してくれマ、一同゛よχ)ヽ。μね。。

・‰北見地区の会員名簿をイ乍り会員に斌りまし八が｀、

寸ぐ撞で全国の会員名簿が届き。道支部でばゐ簿ば

送らない庫を輝かめたよて・イ粕ノました剛こ、が｀つか

りしましμ・

・・%日赤会議室にマ医療挑鯨ヽ

・北1;オ2内科佐川昭先生

「凛原病ら。-グ｀レソを鰍」の弟療と日常生活についち

・北見曰赤オ2内科県長種市幸二死生

≒/エーグレン痴侯群(桔療と曰常生活につい乙

患者哺鏃67名、俐老婦如6砧溥が如ノ院長

先生、知本死生・jじめ事務鄙パ創恥M｀と≒斥、この

方々(ア・協がり)りましマ盛会(ア、うちに終りました事、

4哺一同ホヅとすゐと著に感謝しマおリJす。

・・‰北見オーホ孔レにマ医療講演会剣洽、4ゐ勘席。

北見でヽの贈聯咳(ア)会道支部ま痴継F療講演会μ、

/3



S。62年

初めて(ア・茅でヽしμので多々手遠いがj・)り.ス曳・、が

く遠くφヽら会員(;・方が゛出席して下さいましれ剛て.

会員(糾?流(7)時間がとがなかっμ削J:、残念に思っ

マ糾ノまず.私が｀聡主鴬(ア)よ.入脈中いヽう事6あ

って多く(フ)方・々に迷惑を力ヽけてしまりました.申し

訳けなく思っておりまず.

・'沁5薯叫兪.斉司制淋にて7刄出芦、例耳のごと,く

づ訃活耀したのは｀゛口、、でし

〈活動方針〉

1.友の会則

までヽす。

2.知李、先生にお願、、ヽして、雑談形式7ヽ色々な質問に答えて

….と;｀うしても外米7・ば、軽い痢なり質問ば

でも気になゐという事があります(7)で.出庫

ゐだけお府k｀しマ出マいμだぎたいと。思ヽつマおりまず。

3.6月φヽ、8月ヵ｀、いずれがヽの会合に|人てヽとL,出席ずる。

4あ(越知箆区々≒凡
〈活動方針〉

(渡部z濯刃

8月に実施坤る。難病運心道集会1護療謝啖を開催予定。
/呼

●
●

●

●
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活く

心べ趾1)地E大八
動報告〉

S。61り

り

●・%

・・%7

●・恥

・・‰

S。62

●・ %

俸坂組子)

25・オ13回‘支都総会、医療講演会○難病゛回ら)

・オ1回例会6〉アゼχリア

ぐ支郎総会7)報き、年金(ア、説明

恥7卿崔医療講演叫語t

0/名)

・オ2回例会6パークボテルC7^)

難痴島但川地区合同レクリエーションに鳥ウロ

・池川地区医療講演会ヽ9遡川勤蜘雌前知館(84拓)

ぐ講師〉市立末幌病院河野通史犬生

・支帑長t,の交流会、入会看2名

・難病迷オ13回套道集会9北海道社幻肺総6センター

・友必会交流会

・オ3回例会97ゼイリアrワ名j

ぐ学習会の列加方針.瀬峰金についマ

/哺年の記念訪(濯稿について

・新年会 自涜月会館

/5'



く活動方針〉

1.2ヶ月ごとで)例会

2.学習会の実施予定

34帖販肋推遂

4.例拓咄席できプ八方と,<7＼交流雌浹(電話に割

≒子べ芭り地区々h
〈活動報告〉

(清野メロ子)

昨年席は新会員が2/り刎つり、集まりび/｀々賑杓り｀にかノ

ました。御観会3回と。、帯広:院区合同レク疹加が｀までヽしたが

会員外の患着さんク)滞カロがあったりで、それかノの成果が?)

つだと思いま可。

そ(7)/fte、凭区遭(7)適動に藤田さんが大活躍して下さいまし

た。署名集め&皆さんに協力いただきまし八。今年曜以東さ

んに迦卵胞お願いしまし穴。

〈活動方針〉

隔月剛浄」会(懇親会)を開き.食事をしながら各自の病

状々近況を話し合うことを子建しておりまず.ら月には.絵

員宅のお庭でお花見を子定していまず.

皆が碑慮なぐお月知中ヵヽら本当(ア)気榔うで語り合うにμ.

八くさん会を重ねることがとても大切だ乙思い.2ヶ月出

度くらい副畦会わせましょかいヽう事になりました.

/6
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[葡弓う]昭和61年度決算報告

収人 支出

道費補助金 780,000 事業費 1.098.948

会費 327,600 <会議費>

参加費収入 85.100 難病連参加費 27.220

寄付金 142,360 役員会費 64.518

゛μ業収益 181.928 中央会議費 58,930

還元金収入 20.862 <医療講演会> 303./I96

雑収入 270 <患者大会> 187.840

預り金 2,100 <機関紙> 139,370

前期繰越金 125.747 <地区育成費> 125,000

利息 348 <相談員補助> 65,000

その他の助成金 20,000 <活動費> 127,574

※会費収入327.600円@2,100×156名分

※｀“‾、印皿4.370

‾16.49211

※事業収入内訳181.928岫訂
486・11

旧

いちばん4JしNO.49@500xl6冊8.000円

負担金 314,500

維持会費 313.000

HSK負担金 1,500

維持運営費 98,146

事務局費 82,846

資料費 15,300

@り00x40冊20,000ぉ正旦飾り57.488
・

・

T

雑費

※次期繰越金126155円
特別会計 28.566

10.336yhmjE113・笥92
・

1

「
次期繰越金 126.155

(預り金2.100円を含む)

合計 ].666,315 合計 1.666.315
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[芭コ

昭如司印度 計会 ■たi;11

昭和(;1-r-度における膠原病友の会北海逆支部の会計を,帳簿と領収,1;を

照介して監査の結果、適IEであることを報杵します。

昭和62年4月15日

むHa席辺令子

●

●

難病遥運営協力会に唇eく勁@

1111@a④ぜ｀ひご協力を?

協力会費はI□2,000円、イ可ロでも杉構マヽす。

こ(ア)内、釦%は友の会へ還元されま・す(ア)マ≒お申込

み(7)際ぱ「'膠原病友の会。、ど必ずゴ記入下寸い。

(詳し乱り以れんN0.40C^30ぺづをゴ覧下九丿)

/∂



[泗亘] 昭和62年濯活動方針(案)

1』琴原痛の原因究日月と洵酢法の麗立要望

2.通院債の助成にっ、、ヽマ

箆方珀主患者がれ幌、旭ノ仙専門珊院に受診すゐ為

現在実施されているQ.叫令:、通院交迦費に-jい (なんれんj、0。・IOより)

■雛病患片に対するQ.4公陥ilLr-'i実施巾町村■

巾

'li

・lヽ樽
jJj部

III汗

VmI'M

速11!l¶

1.1

■通院交通費助成実施巾町村■

汀別

器111
丸瀬布

深川 網走
鵡川
湧別

新得
生田原

木別

】)巾根室富良野碓内
2)町ll!凍白老追分厚岸ぺ浜中標茶

標津弟子屈阿寒白糠嗇別斜叩.

Mモ呂間常呂幌加内中頓別|・。砂川
3)忖鵬牧

*北海逆は、しll透析患者については通院賛を助成している。
*札幌巾、千歳市等は、人工透析患片や重皮障害嗇の通院交通費
助成をL乗せしている。

3.膠県病に関する知識の普及

医療講演会一札幌.釧路

4.難斟1岫刊啼カロ

全道集知成:咬時:剱~?a

5.贋関紙の発行(5回)

9!o,%(記念誌),九,%,

6.荒域活動(7)推進

7.会員同志,ア)親睦を図る

/9

所:・釧L路

S63弘
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&.自己財源匈阪呆

シ4ンプー等、販売叫4力を得る

9/5周年記念大会(7)成功と記念誌の砂子

2ど)



●
●

●

●

[j巫削こ]昭和62年度r・算案

収人 支出

道費補助金 758.000 事業費 I.838.00(

会費 365,000 <会議費>

寄付余 167.000 難病連参加費 2S.000

事業収益 150,000 役員会費 35,000

雑収人 9/15 中央会議費 65,000

受取利息収入 <医療講演会> 275.000

参加費収入 175,000 <患者大会> 200,000

協力会還元金収入 20,000 <機関紙> 140.000

募金箱還元金収入 10,000 <地区育成費> 100,000

署名募金還元金収メ 20,000 <相談員補助> 70,000

機関紙売上 450,000 <活動費> 130,000

前期繰越金 124.055 <特別会計> 800,000

※前期繰越金

昭和61年度繰越金のうち
本部会費2,100円を除く

(預り金のため)

負担金 299,500

維持会費 298.000

HSK負担金 1.500

維持運営費 102,500

事務局費 80,000

資料費 15.000

雑費 7,500

合計 2,240,000 合計 2.240.000

2/



[河回]昭和62年度役員(案)

氏系 イ主所 S

●

支部長 小序千明
(凛関紙蝸果相当)

聡幌市

事暦局

瀬賀笑子
隋ぼ夥多)
嬰知・

征々ネ良子 同よ

会計 佐々木庶子 同よ

監査 渡辺愛子 札幌市

運営委員

長谷川道子 聡根方

抜々木照子 江別市

山田恭子 札恒市

狐々木禾芙 札幌市

西本恭子 札幌市

●
氏名 注所 S

W

理事 三森武子 札幌苛
l

評議員

浦賀史子 朕幌市

小序千明 か虎斧

小心真智子 旭川市

22



●
●

●

●

怖名 才旦勁羞ゐ 4主所‘ S

遡川 苓諏誠子 旭ノ・防

函蔀 一廓田鼻子 函銘市

帯ぷ 乖狸子 寄瓜市

北児 ヵ口藤禎子 北見市

釧路 渡部小夜子 釧銘帯

〈通年〉☆海藻い・フプー600円

☆野草ほうじ茶4卯円

☆乾パン300円

〈季節物〉 ②
①

- 花火従?

お正和x飾り

右つj'

23



[亙]

①還元金レこついて

現在..北毎道難病連をとおし.い9ンプー、野草ほうじ

茅.お正月飾・ノなど・を販売し.友の会へ還元を受けて知ノ

jす.そ(乃内、友(ク)会(ア)だ区として報っμ分に対してば、

還元金の一部を:陀[ごへ.という話が旭川児区より出ぎれ、

昭和61耳環途中おノ試殖釣に郷包しマきまし仁.

昭和&2耳痛心ノ.J灘、旭川、帯広、釧路、北見(ア〉ぎ爽●

区全マに実施い尽しJす.

り物拓販売

シ・ソプー.野草ほうじ茅、花火

お正月飾り、そ(M也の物品

2)荊寸

凭区を通しマく;りi!、O＼<7)み釦‘Z,

匈協力会.募金箱

運元率ば

ー-

ク
難病連Jノの

ー元金(刀釦%

◆都会が中心となっマ:取組みを行った場&

1.支部(ア)あゐ荒域マ・は、2郵を支部にも還元する。

2。支部内に荒域部釦)ある場朔j'。そこヵヽio＼2.5%を北城部会へ還元-er^.

◆支部力呻/じ｀となって取組みを行った場合

於乳児鋪鄙会が^■h場冶ヽμ2邱をぢ硝娘へ

24
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●
●

●

●

2、地域参会が｀払に12.5'/.を部か吐納すゐかどヽうかは

各節会の判断による.

3凭域部会が刄い場冶ヽtま。12.5%を部会/4元する。

◆札幌支部、及び支部のない地域については、まヽマ雄

難病連と:名部会と同郷随する。(釦舛すっとする)

4卜勧口費収入

・微支敵劃凱‘;ついては、還元なし

・地区々、/OC□4

②オ14回全道集会にへヽて

なんれん肥和郎/?一幻にマお知らせしましμ、ように、8

月8日川0日釧路にて全遡吋ヽ司陳されます。

女友の会マ・ば、医瀕講演会ヽ、相談会、交流会を予定し1お。

ります。(講師は中井秀紀先生)

々勅口費への反の会から岫轍は、

1人釦00円(交通費2京研績む)どします。

々詳しくば、いちば牡£｀し房飢‰号)にマ改めてご｀案内

い穴しjす。

25
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行きませんか‥釧路へ

2泊3日

鉄道の旅

□

〈大会スローガン〉

S7

福祉宣言都市くしろに輝く仲間たちの明日

(?

-
-

●
1

1
第
4s難病患者・障害者と家族。全道集会

昭和62年8月8日出9日(日)
交通費(臨時列車)は無料

2泊3日(ホテル、食事、市内観光)で
大人2万円・子供1万5千円心rlの場糾、半額)

当
号
綴
込
み
の
ク
リ
ー
ム
色
の

は
が
き
を
ご
利
用
下
さ
い
。

第
一
次
受
付
四
月
末
日

参
加
申
込
用
紙
は

第
十
四
回
の
全
進
集
会
は
、
八
月
八
日

田
九
日
佃
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
釧
路

市
で
開
岨
し
ま
す
.

往
復
の
交
通
は
、
鉄
道
を
利
用
し
、
臨

時
列
車
で
、
往
復
無
料
と
し
ま
す
.

迫
分
と
新
紳
で
一
本
の
列
皿
に
な
り
ま

す
.
感
動
の
出
会
い
で
す
ね
.

釧
路
で
は
、
迪
東
の
会
員
の
方
々
と
支

援
し
て
ド
さ
る
方
々
が
符
っ
て
い
ま
す
.

部
会
(
加
S
疾
岡
団
体
)
毎
の
分
科
会

(
交
流
会
、
医
療
講
習
会
、
大
会
な
ど
)

や
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
郷
土
芸
能
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
国
立
公
園
に

揃
定
さ
れ
る
湿
原
観
光
や
、
霧
の
幣
卿
嘴

が
、
皆
さ
ん
を
時
っ
て
い
ま
す
.

往
復
の
5
v
f
i
の
中
も
、
き
っ
と
心
暖
ま

る
交
流
Q
-
'
S
し
い
企
両
が
待
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
.

宿
泊
は
ホ
テ
ル
で
す
.

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加
下
さ
い
.

詳
し
い
内
容
は
、
「
な
ん
れ
ん
」
臨
時

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

宿
泊
の
手
配
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
.
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